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 以上のような問題点を踏まえて、続く第 2章では、主に市制と営業体制の側面から 19世
紀前半における都市ミュンヒェンの歴史的変容を検討した。 
 まず営業体制に関しては、バイエルンの 19世紀前半は「営業の自由」の導入が試みられ












































 以上のような第 1章から第 3章までの考察を踏まえて、本稿は、1844年 5月のミュンヒ
ェンで発生したビール騒擾の背景には、市制と営業体制の動揺に象徴される市場経済原理
の展開によって「物件的営業権」が「物の権利」としての性格を失ったことがあるという指
摘を行った。そして、この事件そのものは、ビールを「造る義務」を負っていたはずの者た
ちに対する、ビールを「飲む義務」を負った者たちの異議申し立てであったという結論を導
出した。騒擾には、「食糧」を口にするという狭い意味だけではない、彼らの「生きること」
の総体が賭けられていたのである。 
